
　
第
69
回
大
阪
教
区
総
会
が

5
月
3
〜
4
日
に
大
阪
女
学

院
ヘ
ー
ル
チ
ャ
ペ
ル
で
正
議

員
2
7
1
名
中
、
開
会
時

1
8
0
名
が
出
席
し
て
開
催

さ
れ
た
。

　
冒
頭
、
三
役
、
常
置
委
員

の
任
期
を
次
回
総
会
ま
で
延

長
す
る
こ
と
を
可
決
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
任
期
を
1
年
延

長
し
、
教
団
総
会
議
員
選
挙

と
選
挙
が
重
な
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
を
受
け
て
の
対
応
。

　
開
会
礼
拝
前
に
議
場
か

ら
、
式
次
第
の
中
に
「
日
本

基
督
教
団
信
仰
告
白
」
が

入
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

疑
義
が
出
さ
れ
た
。
尾
島
信

之
議
長
は
、
准
允
・
按
手
志

願
者
の
意
見
を
聞
き
、
総
会

準
備
委
員
会
の
話
し
合
い
を

経
て
、
議
長
と
し
て
の
判
断

で
今
回
に
限
り
信
仰
告
白
を

行
う
こ
と
と
し
た
と
告
げ
、

来
年
以
降
は
議
論
を
深
め
て

行
き
た
い
と
述
べ
た
。

　
常
置
委
員
会
報
告
で
は
、

尾
島
議
長
は
主
た
る
取
り
扱

い
事
項
を
報
告
。
2
0
2
4

年
度
教
団
伝
道
資
金
に
つ
い

て
は
、
上
限
額
を
満
額
申
請

す
る
提
案
を
20
名
中
11
名
の

僅
差
で
可
決
し
た
こ
と
等
を

報
告
し
た
。

　
2
0
2
4
年
度
予
算
審
議

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
を
基
準

と
し
、
多
く
の
支
出
項
目
を

増
額
す
る
一
方
、
第
66
回
教

区
定
期
総
会
に
て
可
決
し

た
、
3
年
間
の
負
担
金
減
額

措
置
に
基
づ
き
5
8
0
万
円

減
額
し
、
特
別
資
金
か
ら

5
2
0
万
円
を
繰
り
入
れ
る

予
算
を
承
認
し
た
。

　
教
団
問
安
使
と
し
て
黒
田

若
雄
書
記
が
挨
拶
し
た
。
質

疑
応
答
の
中
で
、「
常
議
員

選
挙
の
全
数
連
記
の
改
善
が

な
け
れ
ば
、
教
団
が
ま
と
ま

る
こ
と
は
な
い
」、「
教
団
機

構
改
定
は
各
個
教
会
の
問
題

で
も
あ
り
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
進
め
て
欲
し
い
」、

「
沖
縄
が
距
離
を
置
く
中
で

機
構
改
定
や
教
師
論
の
作
成

を
進
め
る
の
は
言
語
道
断
」

等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　「
教
団
伝
道
資
金
制
度
見

直
し
委
員
会
設
置
に
関
す
る

件
」
で
は
、
よ
り
円
滑
に
広

範
に
運
用
さ
れ
る
こ
と
を
志

向
す
る
た
め
に
、
各
教
区
議

長
を
含
め
た
「
制
度
見
直
し

委
員
会
」
の
設
置
を
第
43
回

教
団
総
会
に
提
案
す
る
こ
と

を
1
5
2
名
中
1
0
6
名
の

賛
成
で
可
決
し
た
。

　「『
沖
縄
宣
教
連
帯
金
』
の

減
額
分
7
6
0
万
円
を
支
出

す
る
件
」
で
は
、
2
0
1
0

年
度
よ
り
2
0
1
9
年
度
ま

で
の
減
額
分
を
2
0
2
4
年

コロナ後の課題と向き合いながら

　
第
84
回
北
海
教
区
総
会
が

4
月
29
〜
30
日
、
札
幌
北
光

教
会
で
、
開
会
時
正
議
員

1
1
9
名
中
96
名
の
出
席
で

行
わ
れ
た
。

　
教
区
議
長
総
括
で
原
和
人

議
長
は
、「
コ
ロ
ナ
」
後
を

見
据
え
て
、
新
た
な
歩
み
を

模
索
す
る
1
年
で
あ
っ
た
と

振
り
返
り
、
こ
の
1
年
の
社

会
状
況
に
つ
い
て
、「
暴
力

と
嘘
、
疑
念
と
言
い
訳
、
差

別
と
切
り
捨
て
」
が
日
々
報

道
さ
れ
た
と
し
、「
あ
り
の

ま
ま
の
存
在
と
そ
の
命
の
尊

厳
が
大
切
に
さ
れ
る
こ
と
」

を
願
っ
て
い
る
と
述
べ
た
。

　「
第
4
次
長
期
宣
教
計
画

延
長
に
関
す
る
件
」
で
は
、

1
9
8
4
年
度
か
ら
10
年
毎

の
長
期
宣
教
計
画
を
定
め
て

来
た
教
区
に
お
い
て
、
23
年

度
が
最
終
年
と
な
る
第
4
次

の
総
括
と
第
5
次
の
策
定
が

十
分
に
深
め
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
を
受
け
て
、
第
4
次
の

期
間
を
一
年
延
長
す
る
こ
と

が
提
案
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、
必
要
な
期
間
を
十
分

確
保
す
る
た
め
、
延
長
期
間

を
「
次
期
長
期
宣
教
計
画
策

定
ま
で
」
と
す
る
修
正
案
が

出
さ
れ
た
。
協
議
の
中
で
、

コ
ロ
ナ
以
降
の
社
会
の
変
化

を
省
察
す
る
必
要
性
が
訴
え

ら
れ
、
課
題
と
す
べ
き
点
と

し
て
、在
道
外
国
人
の
増
加
、

生
成
A
I
の
急
速
な
発
展
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
正
義
の
視
点
等

が
挙
げ
ら
れ
た
。
修
正
案
を

賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

　
第
4
次
長
期
宣
教
計
画
に

基
づ
く
24
年
度
活
動
計
画
案

を
可
決
し
た
。
伊
藤
大
道
宣

教
部
委
員
長
が
、
コ
ロ
ナ
以

前
か
ら
続
く
課
題
は
よ
り
加

　
第
4
次
長
期
宣
教
計
画
を
延
長

札幌北光教会を会場に

伝
道
資
金「
見
直
し
委
員
会
」の
設
置
を
提
案

速
し
た
こ
と
を
告
げ
、悩
み
、

苦
し
み
か
ら
生
み
出
さ
れ
る

声
に
耳
を
傾
け
、
共
に
歩
ん

で
行
く
べ
く
、
第
4
次
長
期

宣
教
計
画
、「
礼
拝
の
喜
び

に
生
き
る
神
の
民
～
革
新
・

連
帯
・
平
和
」
を
実
質
化
し

て
行
き
た
い
と
述
べ
た
。

　
教
団
問
安
使
と
し
て
藤
盛

勇
紀
副
議
長
が
挨
拶
し
た
。

質
疑
応
答
の
中
で
、「
機
構

改
定
が
喫
緊
の
課
題
と
い
う

認
識
が
後
退
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
」、「
沖
縄
と
の
合

同
関
連
議
案
が
審
議
未
了
廃

案
と
な
ら
な
い
よ
う
工
夫
し

て
欲
し
い
」、「
現
役
の
教
師

が
苦
労
し
て
い
る
中
、
教
団

か
ら
年
金
局
に
毎
年
2
千
万

円
を
支
出
し
て
い
る
こ
と
は

見
直
す
べ
き
」
等
の
意
見
が

出
さ
れ
た
。

　
24
年
度
歳
入
歳
出
予
算
を

可
決
し
た
。
島
田
久
美
子

財
務
部
委
員
長
が
負
担
金

4
3
0
0
万
円
に
つ
い
て
、

礼
拝
出
席
者
数
に
お
い
て
復

活
の
兆
し
が
見
え
る
も
の
の

経
常
収
入
総
額
は
減
少
が
見

込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
受
け

て
、
23
年
度
の
特
例
額
を
総

額
と
す
る
と
説
明
し
た
。

　「
政
府
の
原
発
回
帰
に
反

対
し
、
北
海
道
に
核
廃
棄
物

を
持
ち
込
ま
せ
ず
、
泊
原
発

廃
炉
を
目
指
し
、
福
島
原
発

の
放
射
能
汚
染
水
放
出
に
反

対
す
る
決
議
」、「
軍
事
費
の

大
幅
な
増
額
、
敵
基
地
攻
撃

能
力
の
保
有
を
強
く
反
対
す

る
と
と
も
に
、
東
ア
ジ
ア
地

域
の
平
和
構
築
外
交
を
求

め
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
に

反
対
す
る
決
議
」、「
自
衛
官

の
靖
国
神
社
参
拝
に
強
く
抗

議
し
、
天
皇
制
や
靖
国
神
社

を
利
用
し
た
軍
国
主
義
の
復

活
を
阻
止
す
る
た
め
の
運
動

を
推
進
す
る
決
議
」、「
ア
イ

ヌ
民
族
の
権
利
を
回
復
す
る

運
動
の
推
進
決
議
」
を
可
決

し
た
。

　
常
置
委
員
選
挙
結
果
（
半

数
改
選
）

【
教
職
】
齋
藤
麻
実
（
旭
川

星
光
・
美
馬
牛
福
音
）、
指

方
愛
子
（
札
幌
北
光
）

【
信
徒
】
倉
本
真
理
（
札
幌

手
稲
）、
山
根
耕
平
（
浦
河
）

　
教
団
総
会
議
員
選
挙
結
果

【
教
職
】
原
和
人
（
札
幌
手

稲
）、久
世
そ
ら
ち
（
美
唄
）、

西
岡
知
洋
（
余
市
）、
杉
岡

ひ
と
み
（
千
歳
栄
光
）、
柴

田
も
ゆ
る
（
函
館
千
歳
）、

伊
藤
大
道
（
興
部
・
稚
内
）、

韓
守
賢
（
教
区
幹
事
）

【
信
徒
】
島
田
久
美
子
（
月

寒
）、
倉
本
真
理
（
札
幌
手

稲
）、
一
條
英
俊
（
札
幌
北

光
）、
今
多
正
行
（
札
幌
元

町
）、佐
久
間
光
昭
（
置
戸
）、

板
谷
良
彦
（
札
幌
北
部
）、

太
田
千
代
（
月
寒
）

（
新
報
編
集
部
報
）

度
分
と
合
わ
せ
て
支
出
す
る

こ
と
を
1
5
5
名
中
1
1
0

名
の
賛
成
で
可
決
し
た
。

　「
辺
野
古
新
基
地
建
設
中

止
・
普
天
間
基
地
即
時
返
還
・

教区総会報告
北海・大阪・四国2024年度　1

北海

大阪

1 名の教師が受按

琉
球
弧
に
お
け
る
自
衛
隊
基

地
化
反
対
声
明
」
を
、
内
外

に
表
明
し
、
第
43
回
教
団
総

会
に
提
案
す
る
こ
と
を
可
決

し
た
。「
戦
争
を
で
き
る
国

に
し
て
い
く
こ
と
を
何
と
か

食
い
止
め
た
い
」
等
の
賛
成

意
見
が
あ
る
一
方
、「
平
和

の
た
め
に
祈
っ
て
い
る
と
示

す
の
が
教
会
の
為
す
べ
き
こ

と
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
教
区
内
教
会
・
伝
道
所
の

財
政
状
況
に
応
じ
て
、
教
区

予
算
を
見
直
し
、
支
出
削
減

の
た
め
の
方
策
を
講
じ
る
件

が
提
案
さ
れ
た
。
賛
成
の
立

場
か
ら
は
、
10
年
前
と
比
べ

教
勢
は
減
っ
て
い
る
も
の
の

教
区
活
動
は
変
わ
っ
て
い
な

い
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
反

対
の
立
場
か
ら
は
、「
財
源

等
細
か
い
こ
と
が
書
か
れ
て

い
な
い
」、「
財
務
部
に
お
い

て
各
個
教
会
の
負
担
を
軽
く

す
る
手
立
て
を
考
え
て
欲
し

い
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

1
5
3
名
中
71
名
の
賛
成
で

少
数
否
決
。

　
教
団
総
会
議
員
選
挙
が
半

数
連
記
で
行
わ
れ
た
。

　
教
団
総
会
議
員
選
挙
結
果

【
教
職
】
尾
島
信
之
（
南
大

阪
）、
有
澤
慎
一
（
池
田
五

月
山
）、
小
西
望
（
天
満
）、

山
﨑
道
子
（
豊
中
）、
大
澤

星
一
（
西
大
和
）、
宮
岡
真

紀
子
（
北
千
里
）、
竹
ヶ
原

政
輝
（
高
の
原
）、
老
田
信

（
大
阪
聖
和
）、藤
川
義
人（
奈

良
高
畑
）、阿
部
倫
太
郎
（
東

和
歌
山
）、
中
西
真
二
（
小

阪
）、
森
田
恭
一
郎
（
河
内

長
野
）、
吉
本
幸
嗣
（
岸
和

田
）、
小
池
磨
理
子
（
玉
出
）

【
信
徒
】
岡
山
牧
呼
（
大
阪

聖
和
）、
川
喜
田
好
恵
（
豊

中
）、
東
谷
誠
（
い
ず
み
）、

小
林
喬
（
天
満
）、
本
多
栄

道
（
大
和
榛
原
）、
播
磨
久

美
子
（
鳳
）、鍬
本
文
子
（
大

阪
生
野
）、飯
沼
眞
（
高
石
）、

筧
正
彦
（
茨
木
東
）、
申
一

男
（
小
阪
）、
宮
本
修
（
千

里
丘
）、
吉
田
博
子
（
東
和

歌
山
）、
林
志
煥
（
長
居
）、

中
村
守
孝
（
和
歌
山
）

（
新
報
編
集
部
報
）
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北　海
岩 見 沢
西 札 幌
洞 爺 湖
札 幌

奥　羽
一 関
秋 田 桜
水 沢 ③

66,000 
10,000
5,000
1,000

50,000 

72,192  
8,000
4,000

24,192

三 戸
八戸小中野②
野 辺 地

東　北
福 島
矢 吹
喜 多 方

関　東

13,000
20,000
3,000 

12,000
5,000
2,000
5,000

  
127,226  

宇都宮東
埼玉新生
三 芳
水 海 道
西川口④
東 所 沢
武蔵豊岡
北 本

東　京

5,000
10,000
3,000

10,000
53,226
30,000
5,000

11,000  

255,588  

むさし小山
安藤記念
弓町本郷
銀 座
原 宿
佐 倉
四 街 道
市川三本松
小 松 川
世田谷平安
千葉本町
代々木上原
天 王 台
田園調布

柏
野 田

西東京
阿佐ヶ谷②
永 山
国 分 寺
西国分寺
東 村 山

神奈川
横浜指路②

19,088
33,000
10,000
30,000
20,000
5,000
5,000

11,500
10,000
42,000
10,000
20,000
11,000
5,000

20,000
4,000  

164,840  
70,000
5,000

60,000
10,000
19,840 

140,850  
70,850

上 星 川
川 崎
六 角 橋

東　海
坂城栄光
松 代
松本筑摩野
諏 訪
静岡草深②
長野県町
韮 崎

中　部
中 京
愛 北
春 日 井

京　都
長 岡 京
甲 西
洛 南

大　阪
吐 田 郷
生 駒

10,000
50,000
10,000  

129,887
3,000
4,187
5,000

20,000
50,000
27,000
20,700 

18,000  
10,000
3,000
5,000 

52,000  
20,000
29,000
3,000 

86,570  
20,000
5,000

丸の内②
高 槻
天 満

兵　庫
神戸東部

東中国
天 城

西中国
岡 山
小 郡 ②

四　国
さ や
宇和島中町
高 知
四国教区
松山栄光
松山城北

九　州
福岡女学院
長崎銀屋町
田 川

31,570
10,000
20,000  

21,700  
21,700  

5,000  
5,000

18,110  
7,760

10,350 

46,500  
10,000
5,000

10,000
9,500
6,000
6,000 

36,000
10,000
10,000
10,000

喜 界
名 瀬

沖　縄
志 真 志
沖縄教区

個　人
稲松義人
河田直子
今井牧夫②
篠浦千史②
藤田紀子
福田朋和
木下宣世

団　体
りすのき保育園
日本基督教団
クリスマス礼
拝 席 上 献 金

総計

3,000
3,000

110,000 
10,000

100,000 

65,860  
10,000
10,000
20,000
11,860
4,000
5,000
5,000  

33,700
10,000
23,700

1,462,023

「東北地方地震被災教会支援募金」献金報告
2023年4月〜 2024年3月末現在

　2021年2月13日 と2022年3月16日 に「 福 島 県 沖 地 震 」、
2021年3月20日に「宮城県沖地震」と東日本大震災から10
年後、3回も震度6の地震が襲いました。これまでに東北教
区10教会と関東教区2教会の再建に17,656,250円を支援し
ました。
　2023年 度 も1,462,023円 を さ さ げ て い た だ き、 総 額
15,826,793円 と な り ま し た が、 諸 経 費 も 含 め て 未 だ
2,134,967円が満たされていません。（一時的に教団資金よ
り支出しております）能登半島地震への支援も感謝してお
りますが、今一度「東北地方地震」を想い起していただき、
おささげいただけますようお願いいたします。

　
第
82
回
四
国
教
区
総
会
が

4
月
29
～
30
日
、
高
知
教
会

を
会
場
に
正
議
員
1
4
2
名

中
96
名
の
出
席
を
確
認
し
て

開
催
さ
れ
た
。

　
開
会
礼
拝
、
組
織
会
を
経

て
一
日
目
は
、
教
団
総
会
議

員
（
教
職
）
の
選
挙
を
行
い
、

2
0
2
3
年
度
諸
報
告
を
中

心
に
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

　
常
置
委
員
会
報
告
と
し
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
5
類
移
行
に
よ

り
、
2
0
2
3
年
度
の
活
動

は
感
染
拡
大
以
前
の
水
準
ま

で
回
復
し
て
き
た
こ
と
、
他

教
区
と
の
交
流
や
神
学
校
と

の
対
話
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

な
ど
が
感
謝
を
も
っ
て
報
告

さ
れ
た
。
ま
た
後
述
の
互
助

規
則
変
更
と
教
区
活
動
検
討

に
つ
い
て
多
く
の
力
を
注
い

で
き
た
こ
と
が
振
り
返
ら
れ

た
。
各
部
、
各
分
区
、
教
会

婦
人
会
連
合
の
報
告
が
な
さ

れ
、
質
疑
は
二
日
目
に
行
わ

れ
た
。
報
告
に
続
い
て
教
団

問
安
使
の
雲
然
俊
美
議
長
よ

り
挨
拶
を
受
け
、
こ
の
質
疑

も
二
日
目
に
行
わ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　
一
日
目
の
議
事
の
後
に
は

協
議
会
が
行
わ
れ
「
教
区
活

動
検
討
小
委
員
会
よ
り
出
さ

れ
た
最
終
答
申
に
つ
い
て
」

が
主
題
で
あ
っ
た
。
2
年
に

渡
っ
て
働
き
を
担
っ
て
き
た

教
区
活
動
検
討
小
委
員
会
よ

り
、
伝
道
部
、
教
育
部
、
社

会
部
、
教
師
部
の
活
動
を
伝

道
局
に
ま
と
め
、
こ
こ
に
各

分
区
か
ら
信
徒
委
員
に
加

　
互
助
規
則
変
更
を
可
決

四国

准允式

わ
っ
て
も
ら
い
協
議
検
討
を

行
い
、
各
個
教
会
の
伝
道
支

援
に
い
ま
必
要
な
活
動
を
行

う
体
制
を
整
え
た
い
と
の
答

申
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

委
員
会
の
働
き
を
担
わ
れ
た

2
名
か
ら
思
い
を
聞
き
、
全

体
の
協
議
を
行
っ
た
。
協
議

の
た
め
の
時
間
が
少
々
短

か
っ
た
が
、
積
極
的
な
協
議

の
時
間
で
あ
っ
た
。

　
二
日
目
の
朝
は
2
0
2
3

年
度
に
逝
去
さ
れ
た
教
職
1

名
の
追
悼
式
を
行
っ
た
。
続

い
て
准
允
式
が
行
わ
れ
、
新

た
に
1
名
の
補
教
師
が
立
て

ら
れ
た
。

　
こ
の
後
議
事
が
再
開
さ

れ
、教
団
総
会
議
員
（
信
徒
）

の
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
午
前

中
は
前
日
か
ら
持
ち
越
さ
れ

た
2
つ
の
質
疑
を
行
っ
た

後
、
常
置
委
員
会
か
ら
提
案

さ
れ
た
「
教
区
教
会
互
助
規

則
変
更
」
に
つ
い
て
協
議
を

行
っ
た
。
教
区
互
助
に
つ
い

て
、
謝
儀
額
を
互
助
基
準
を

用
い
た
教
会
か
ら
の
申
請
制

に
す
る
提
案
に
つ
い
て
の
議

論
を
行
い
、
賛
成
多
数
で
可

決
承
認
さ
れ
た
。

　
2
0
2
4
年
度
の
計
画
に

つ
い
て
は
、
昨
年
度
よ
り
1

教
会
増
え
た
11
教
会
へ
の
互

助
を
含
む
計
画
が
そ
れ
ぞ
れ

に
承
認
さ
れ
た
。

　
予
定
さ
れ
た
時
間
に
議
事

を
終
了
し
、
閉
会
礼
拝
を
捧

げ
て
御
言
葉
を
聞
き
、
あ
ら

た
め
て
伝
道
の
働
き
を
進
め

る
そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
へ
遣
わ

さ
れ
て
い
く
思
い
を
も
っ
て

閉
会
し
た
。

　
教
団
総
会
議
員
選
挙
結
果

【
教
職
】
寺
島
謙
（
松
山
城

東
）、
松
井
暁
郎
（
大
洲
）、

大
田
健
悟
（
鴨
島
兄
弟
）、

野
村
義
和
（
香
美
）、
筧
牧

人
（
伊
予
長
浜
）、
成
田
信

義
（
土
佐
）、黒
田
若
雄
（
高

知
）、
木
谷
誠
（
今
治
）

【
信
徒
】
長
嶋
恵
子
（
鴨
島

兄
弟
）、須
賀
香
世
（
高
知
）、

脇
萬
理
子
（
三
島
真
光
）、

中
村
証
二
（
善
通
寺
）、
中

山
耕
平
（
土
佐
）、
不
動
光

子
（
さ
や
）、矢
野
嗣
夫
（
西

条
栄
光
）、
村
上
進
（
香
美
）

（
野
村
義
和
報
）

　
能
登
半
島
地
震
救
援
対
策

委
員
会
は
毎
月
総
幹
事
室
に

お
い
て
リ
モ
ー
ト
も
交
え
て

開
催
し
て
い
ま
す
。
3
月
に

教
団
副
議
長
・
書
記
・
総
幹

事
・
社
会
委
員
長
が
被
災
教

会
を
問
安
し
ま
し
た
。
葬
儀

の
た
め
同
行
で
き
な
か
っ
た

雲
然
俊
美
議
長
は
4
月
初
め

に
富
来
伝
道
所
の
宿
泊
も
含

め
羽
咋
・
七
尾
・
輪
島
の
各

教
会
を
問
安
し
、
直
近
の
会

議
で
は
そ
の
報
告
も
な
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
4
月
よ
り
加

藤
幹
夫
中
部
教
区
議
長
が
委

員
会
に
陪
席
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続

き
現
地
の
情
報
収
集
を
地

区
・
教
区
が
行
い
、
教
区
常

置
委
員
会
・
教
区
総
会
で
決

定
し
た
事
項
を
実
行
に
移
し

能登半島地震報告

輪島教会仮礼拝堂を設置

年金局よりお詫び・訂正
新報5017号6面年金特集№79、「2023年度『謝
恩日献金』明細」欄、東京教区合計金額を833
万7220円に、達成率を32％に、参加比率・
西南支区を79％、東中国教区を50％に、お
詫びして訂正いたします。

て
い
き
ま
す
。

　
教
会
再
建
に
つ
い
て
は
信

徒
の
方
々
の
思
い
に
寄
り
添

い
つ
つ
、
能
登
圏
の
伝
道
の

課
題
と
共
に
時
間
を
か
け
て

考
え
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま

す
。
様
々
な
意
見
を
大
切
に

聞
き
、
経
緯
を
祈
り
支
え
て

い
き
た
い
と
願
い
ま
す
。

　
報
道
の
通
り
公
費
に
よ
る

家
屋
等
の
撤
去
や
上
下
水
道

等
の
工
事
は
申
請
後
、
し
ば

ら
く
順
番
待
ち
の
状
態
で

す
。
関
係
者
が
懸
命
に
力
を

注
い
で
お
ら
れ
る
今
、
現
地

の
具
体
的
な
変
化
を
待
つ
間

に
も
引
き
続
き
祈
り
と
献
げ

物
に
注
力
し
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。

　
中
部
教
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
輪
島
教
会
の
近
況
報

告
が
あ
り
ま

す
。
会
堂
の

隣
に
駐
車
ス

ペ
ー
ス
が
あ

り
、
そ
こ
に

礼
拝
所
他
に

使
用
す
る
た

め
ユ
ニ
ッ
ト

ハ
ウ
ス
を
置

く
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

避
難
所
か
ら
信
徒
宅
で
の
礼

拝
を
経
て
、
整
備
さ
れ
次
第

豊
か
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
七
尾
教
会
・
七
尾
幼
稚

園
、
羽
咋
白
百
合
幼
稚
園
、

ゆ
り
っ
こ
く
ら
ぶ
も
時
間
の

経
過
に
よ
り
被
害
が
大
き
く

な
っ
て
お
り
、
ト
イ
レ
が
一

部
使
え
な
い
な
ど
こ
ど
も
た

ち
の
日
常
に
も
ま
だ
影
響
が

あ
り
ま
す
。
工
事
を
待
た
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
改
修
に

関
し
て
は
教
区
の
協
議
を
経

て
早
め
に
取
り
組
ん
で
い
く

予
定
で
す
。

　
人
道
支
援
は
被
災
地
支
援

の
専
門
家
で
あ
る
北
陸
学
院

大
学
田
中
純
一
教
授
と
柳
谷

知
之
社
会
委
員
長
が
連
絡
を

取
り
、
大
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

が
確
定
さ
れ
次
第
、
教
団
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
5
月
の
時

点
で
は
準
備
を
含
め
て
自
己

完
結
型
の
働
き
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
教
団
新
報
で
既
報
の
通
り

北
陸
学
院
大
学
・
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
が
富
来
伝
道

所
に
宿
泊
し
、
被
災
地
に
支

ユニットハウスで建てた仮礼拝堂

援
物
資
等
を
運
び
入
れ
る
と

共
に
、
片
付
け
等
の
お
働
き

を
な
さ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
形
で
継
続
し
て
協
力

出
来
て
い
る
こ
と
を
感
謝
い

た
し
ま
す
。

　
祈
り
の
寄
せ
書
き
に
力
づ

け
ら
れ
て
い
る
教
会
・
幼
稚

園
そ
の
他
に
連
な
る
皆
様
を

お
支
え
す
る
思
い
を
込
め

て
、
教
団
の
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

も
随
時
発
信
し
て
ま
い
り
ま

す
。
祈
り
を
中
心
に
時
に
応

じ
て
多
様
な
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。（網

中
彰
子
報
）
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青年大会参加者募集中
《日本基督教団 青年大会2024》

◎日時　9月16日(月・休)　11時00分〜 16時30分
◎内容　礼拝・講演・交流会
　　　　分団（高校生／大学生／社会人）・全体会
◎場所　オンラインでもつながる全国6会場

札幌教会（北海道）、東北教区センター・エマオ（仙台）、
三崎町教会（東京）、金城教会（名古屋）、茨木教会（大阪）、
福岡中部教会（九州）

◎テーマ聖句　「わたしはぶどうの木、あなたがたはその
枝である。」（ヨハネによる福音書15・5）

◎テーマ　コネクト－なかま・イエスさまとつながる
◎メッセンジャー　野田沢（学生キリスト教友愛会総主事）
◎講師　久保哲哉（聖学院中学校・高等学校チャプレン）
　　　　堀岡満喜子（北陸学院学院長・中高校長）
◎開催の目的

1.信仰生活を送る者たちが、信仰を同じくする仲間と出
会うために、2.主イエス・キリストにある交わりを思
い起こすために、3.青年大会が一つのきっかけとなっ
て、各教区、地区において青年たちが主体となる集会
が継続して開催されるために

◎対象
日本基督教団の教会とつながりがある青年／求道者

（※会場までの移動が難しい方は、必ず引率者を立てて
ください）

◎参加費　1,000円（昼食代）
　昼食の内容は各会場で異なります。お楽しみに。
◎申し込み（8月末締）
　https://forms.gle/id43vf7HpDx5Ewn66
　公式WEB・SNS（UCCJ SENENで検索）

《献金のお願い》
　青年への交通費補助のための献金を募ります。
　＊献金目標額　200万円
　＊振込先　ゆうちょ銀行（記号10080、番号58336771）
　　　　　　名義　日本基督教団
　＊問合わせ先　青年大会実行委員会
　　　　　　　　（uccjsenen@gmail.com）

　
正
教
師
登
録

森
下
静
香

（
2
0
2
2
・
12
・
11
受
按
）

　
教
師
異
動

秋
田
楢
山
辞（
主
）村
尾
政
治

　
〃
　
辞（
担
）村
尾
い
づ
み

　
〃
　
就（
代
）田
邊
由
紀
夫

小
平
　
辞（
主
）長
谷
川
洋
介

　
〃
　
　
就（
主
）村
尾
政
治

　
〃
　
就（
担
）村
尾
い
づ
み

阿
佐
ヶ
谷
辞（
担
）李
　
暁
静

豊
山
　
　
辞（
主
）大
住
　
元

　
〃
　
　
就（
主
）李
　
暁
静

飛
騨
高
山
辞（
主
）大
塚
信
明

　
〃
　
　
就（
主
）白
砂
誠
一

四
街
道
　
辞（
主
）寒
河
江
健

　
〃
　
　
就（
代
）岸
　
憲
秀

十
日
町
辞（
主
）久
保
田
愛
策

　
〃
　
　
就（
主
）寒
河
江
健

摂
津
三
田
辞（
主
）奥
村
益
良

　
〃
　
就（
主
）久
保
田
愛
策

洲
本
　
　
辞（
主
）宮
﨑
達
雄

明
石
　
　
辞（
主
）筒
井
昌
司

　
〃
　
　
辞（
担
）伊
丹
美
貴

　
〃
　
　
就（
主
）石
田
　
求

下
館
　
　
辞（
代
）川
真
田
正

宗
宮
　
進（
隠
退
教
師
）

　
24
年
3
月
11
日
逝
去
、
90

歳
。
岐
阜
県
生
ま
れ
。
60
年

東
京
神
学
大
学
大
学
院
修

了
、
同
年
よ
り
金
城
、
津
山
、

九
十
九
里
教
会
を
牧
会
し
07

年
隠
退
。
遺
族
は
息
・
宗
宮

創
さ
ん
。

名
嘉
隆
一（
隠
退
教
師
）

　
24
年
3
月
11
日
逝
去
、
86

歳
。
沖
縄
県
生
ま
れ
。
59
年

農
村
伝
道
神
学
校
卒
業
、
同

年
よ
り
沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
団

田
井
等
、
与
勝
教
会
、
日
本

基
督
教
団
コ
ザ
教
会
を
牧
会

し
、10
年
隠
退
。
遺
族
は
妻
・

名
嘉
文
子
さ
ん
。

田
中
和
三
郎（
隠
退
教
師
）

　
24
年
3
月
19
日
逝
去
、
83

歳
。
北
海
道
生
ま
れ
。
86
年

農
村
伝
道
神
学
校
卒
業
、
同

年
よ
り
上
野
、
い
ず
み
シ
オ

ン
教
会
を
牧
会
し
、
18
年
隠

退
。
遺
族
は
妻
・
田
中
悦
子

さ
ん
。

中
原
美
子（
隠
退
教
師
）

　
24
年
4
月
6
日
逝
去
、
86

菅
野
正
夫（
無
任
所
教
師
）

　
24
年
2
月
28
日
逝
去
、
67

歳
。
宮
城
県
生
ま
れ
。
89
年

日
本
聖
書
神
学
校
卒
業
、
同

年
よ
り
名
古
屋
新
生
、
小
石

川
白
山
、
秦
野
西
、
馬
見
労

祷
、
貝
塚
、
生
駒
、
大
和
榛

原
教
会
を
牧
会
。遺
族
は
兄
・

菅
野
文
夫
さ
ん
。

飯
澤
　
忠（
隠
退
教
師
）

　
24
年
3
月
15
日
逝
去
、
92

歳
。
北
海
道
生
ま
れ
。
57
年

日
本
聖
書
神
学
校
卒
業
、
59

年
よ
り
美
唄
教
会
を
牧
会

し
、
キ
リ
ス
ト
教
視
聴
覚
セ

ン
タ
ー
北
海
道
支
部
、
北
星

学
園
に
務
め
、
代
々
木
教
会

を
経
て
00
年
隠
退
。
遺
族
は

妻
・
飯
澤
弘
子
さ
ん
。

愛
澤
豊
重（
隠
退
教
師
）

　
24
年
4
月
2
日
逝
去
、
76

歳
。
東
京
都
生
ま
れ
。
78
年

立
教
大
学
大
学
院
修
了
、
同

年
よ
り
宮
古
、
阿
佐
谷
東
、

立
川
教
会
を
牧
会
し
、
日
本

基
督
教
団
事
務
局
に
務
め
、

松
沢
、
横
浜
菊
名
教
会
を
経

て
22
年
隠
退
。
遺
族
は
妻
・

愛
澤
操
子
さ
ん
。

歳
。
鹿
児
島
県
生
ま
れ
。
62

年
日
本
聖
書
神
学
校
卒
業
、

63
年
よ
り
豊
島
駒
込
教
会
を

牧
会
し
、
日
本
基
督
教
団
事

務
局
に
務
め
、
下
関
彦
島
教

会
を
経
て
15
年
隠
退
。
遺
族

は
姪
・
泰
春
美
さ
ん
。

加
藤
常
昭（
隠
退
教
師
）

　
24
年
4
月
26
日
逝
去
、
95

歳
。
旧
満
州
ハ
ル
ピ
ン
生
ま

れ
。
56
年
東
京
神
学
大
学
大

学
院
修
了
、同
年
よ
り
若
草
、

牛
込
払
方
町
、
鎌
倉
雪
ノ
下

教
会
を
牧
会
し
、97
年
隠
退
。

遺
族
は
息
・
加
藤
純
さ
ん
。

　
〃
　
　
就（
主
）筒
井
昌
司

　
〃
　
　
就（
担
）伊
丹
美
貴

曽
根
　
　
辞（
担
）佐
藤
嘉
哉

深
谷
　
　
辞（
主
）法
亢
聖
親

　
〃
　
　
就（
主
）佐
藤
嘉
哉

桶
川
　
　
辞（
主
）髙
橋
悦
子

和
歌
山
　
辞（
主
）清
藤
　
淳

　
〃
　
就（
代
）阿
部
倫
太
郎

松
沢
　
　
辞（
主
）北
　
紀
吉

　
〃
　
　
就（
主
）清
藤
　
淳

安
藤
記
念
辞（
主
）長
山
信
夫

和
気
　
　
辞（
主
）延
藤
好
英

　
〃
　
　
就（
主
）山
田
邦
彦

三
石
　
辞（
兼
主
）延
藤
好
英

　
〃
　
就（
兼
主
）山
田
邦
彦

前
原
　
　
辞（
主
）高
山
清
明

玖
珠
　
　
辞（
主
）宮
崎
富
男

　
〃
　
　
就（
主
）森
　
　
哲

柴
宿
　
　
辞（
代
）掛
江
隆
史

　
〃
　
　
就（
代
）加
藤
直
樹

会
津
若
松辞（

主
）福
山
裕
紀
子

　
〃
　
　
就（
代
）片
岡
謁
也

廿
日
市
　
辞（
代
）月
下
星
志

　
〃
　
就（
主
）福
山
裕
紀
子

広
島
観
音
町辞（

担
）上
内
　
恵

甲
山
　
　
辞（
代
）塩
見
和
樹

　
〃
　
　
就（
主
）上
内
　
恵

上
下
　
就（
兼
担
）上
内
　
恵

防
府
　
　
辞（
主
）浦
上
　
光

　
〃
　
　
就（
代
）浦
上
　
光

小
野
田
　
辞（
主
）福
山
隆
一

　
〃
　
　
就（
代
）小
畑
太
作

南
三
鷹
　
辞（
主
）吉
岡
喜
人

　
〃
　
　
辞（
担
）小
田
哲
郎

　
〃
　
　
就（
主
）小
田
哲
郎

高
井
戸
　
辞（
主
）七
條
真
明

　
〃
　
　
就（
代
）岩
田
昌
路

鎌
ヶ
谷
　
辞（
代
）原
田
裕
子

　
〃
　
　
就（
主
）七
條
真
明

出
来
島
　
辞（
主
）田
中
悦
子

　
〃
　
　
就（
主
）井
口
智
子

赤
間
　
　
辞（
代
）奥
園
　
淳

　
〃
　
　
就（
主
）奥
園
　
淳

清
教
学
園
中
学
高
校

辞（
教
）川
俣
　
茂

広
尾
　
　
辞（
主
）米
山
恭
平

　
〃
　
　
辞（
担
）米
山
結
実

　
〃
　
　
就（
主
）川
俣
　
茂

本
郷
中
央
辞（
代
）岸
　
憲
秀

　
〃
　
　
就（
主
）米
山
恭
平

　
〃
　
　
就（
担
）米
山
結
実

中
村
町
　
辞（
担
）小
友
絹
代

福
岡
警
固
辞（
主
）西
岡
裕
芳

　
〃
　
就（
代
）西
八
條
敬
洪

弓
町
本
郷
辞（
主
）大
澤
　
宣

　
〃
　
　
就（
主
）西
岡
裕
芳

東
神
戸
　
辞（
代
）春
名
康
範

　
〃
　
　
就（
主
）大
澤
　
宣

甲
陽
園
　
辞（
主
）確
井
英
俊

　
〃
　
　
就（
代
）松
隈
　
協

塚
口
　
　
辞（
担
）吉
川
祥
平

松
山
番
町
辞（
主
）宮
庄
　
博

　
〃
　
　
就（
代
）寺
島
　
謙

阿
波
池
田
辞（
主
）大
田
辰
夫

　
〃
　
　
辞（
担
）木
村
一
雄

　
〃
　
　
就（
主
）木
村
一
雄

高
知
東
　
辞（
担
）益
　
　
敏

本
牧
め
ぐ
み辞（

主
）増
田
志
郎

　
〃
　
　
辞（
担
）小
倉
仁
史

　
〃
　
　
就（
主
）小
倉
仁
史

片
瀬
　
　
辞（
主
）西
田
直
樹

　
〃
　
　
就（
主
）菊
地
一
男

青
山
学
院
横
浜
英
和
中
学
高

校
　
　
　
辞（
教
）鬼
形
惠
子

弓
町
本
郷
就（
担
）鬼
形
惠
子

富
坂
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー

辞（
教
）岡
田
　
仁

北
六
甲
　
辞（
主
）森
喜
啓
一

　
〃
　
　
就（
代
）白
井
　
進

安
土
　
　
辞（
代
）横
田
明
典

　
〃
　
　
就（
主
）森
喜
啓
一

同
志
社
大
学辞（

教
）越
川
弘
英

　
〃
　
　
就（
教
）李
　
元
重

板
橋
大
山
辞（
主
）竹
花
和
成

千
葉
本
町
辞（
担
）森
下
　
滋

　
〃
　
　
辞（
担
）森
下
静
香

八
街
西
　
辞（
代
）大
串
　
眞

　
〃
　
就（
兼
主
）大
串
　
眞

宇
治
大
久
保辞（

主
）熊
本
絹
江

熊
谷
　
　
辞（
主
）大
坪
直
史

　
〃
　
　
辞（
担
）大
坪
園
子

　
〃
　
　
就（
主
）大
坪
園
子

小
金
井
西
ノ
台

辞（
主
）磯
部
理
一
郎

　
〃
　
辞（
担
）磯
部
紀
代
子

　
〃
　
　
就（
代
）竹
前
　
治

信
愛
報
恩
会辞（

教
）今
村
愛
喜

桜
美
林
　
就（
担
）今
村
愛
喜

境
南
　
　
辞（
主
）貴
田
直
樹

　
〃
　
就（
主
）阪
西
恵
理
子

武
庫
之
荘
辞（
主
）今
泉
信
宏

　
〃
　
　
就（
主
）貴
田
直
樹

長
崎
銀
屋
町辞（

主
）竹
内
款
一

　
〃
　
　
就（
代
）稲
葉
義
也

名
古
屋
中
央

　
　
　
　
辞（
主
）草
地
大
作

　
〃
　
　
就（
主
）竹
内
款
一

小
樽
　
　
辞（
代
）小
西
陽
祐

　
〃
　
　
就（
主
）草
地
大
作

七
飯
　
辞（
主
）鳴
海
と
し
ゑ

　
〃
　
就（
代
）松
本
紳
一
郎

鵜
方
　
辞（
主
）岡
田
は
る
み

　
〃
　
　
就（
代
）吉
川
　
進

若
松
浜
ノ
町

辞（
主
）田
中
　
知

　
〃
　
　
就（
代
）茶
屋
明
郎

周
船
寺
　
辞（
主
）遠
藤
清
美

大
和
榛
原
辞（
代
）田
中
牧
人

　
〃
　
　
就（
主
）遠
藤
清
美

関
西
労
働
者
伝
道
委
員
会

辞（
教
）大
谷
隆
夫

摂
津
富
田辞（

兼
主
）大
谷
隆
夫

　
〃
　
　
就（
主
）大
谷
隆
夫

東
梅
田
　
辞（
担
）鄭
　
詩
温

大
阪
生
野
辞（
担
）吉
村
厚
信

大
阪
淡
路
辞（
主
）山
田
有
信

　
〃
　
　
就（
代
）水
谷
　
憲

常
磐
　
　
辞（
主
）大
川
　
清

　
〃
　
　
就（
主
）山
田
有
信

岩
見
沢
　
辞（
主
）佐
藤
幹
雄

　
〃
　
　
就（
主
）大
川
　
清

久
美
愛
　
辞（
主
）鈴
木
佳
子

　
〃
　
　
就（
代
）熊
江
秀
一

谷
村
　
　
辞（
主
）小
林
　
護

　
〃
　
　
就（
主
）鈴
木
佳
子

松
代
　
　
辞（
主
）木
原
盛
行

　
〃
　
　
就（
主
）小
林
　
護

坂
出
　
　
辞（
代
）尾
﨑
公
明

　
〃
　
　
就（
主
）田
尻
真
介

津
示
路
　
辞（
主
）池
田
慎
平

　
〃
　
　
就（
代
）加
藤
幹
夫

青
森
松
原
辞（
代
）井
垣
勝
男

　
〃
　
　
就（
主
）池
田
慎
平

大
阪
　
辞（
担
）久
保
田
拓
志

洛
北
　
　
辞（
主
）森
里
信
生

　
〃
　
就（
主
）久
保
田
拓
志

宇
治
大
久
保就（

代
）前
川
　
裕

小
石
川
白
山辞（

主
）竹
島
　
敏

　
〃
　
　
辞（
担
）早
川
　
真

　
〃
　
　
就（
主
）早
川
　
真

　
〃
　
　
就（
担
）坂
元
　
高

聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
大
学

就（
教
）仲
　
義
之

山
梨
英
和
大
学

　
　
　
　
辞（
教
）高
橋
　
一

京
都
　
　
辞（
担
）安
部
　
勉

高
崎
　
　
辞（
主
）生
地
善
人

　
〃
　
　
就（
主
）安
部
　
勉

洲
本
　
　
就（
主
）生
地
善
人

浜
松
　
　
辞（
主
）西
堀
俊
和

釧
路
　
辞（
主
）上
原
智
加
子

　
〃
　
　
辞（
担
）上
原
　
誠

　
〃
　
　
就（
主
）西
堀
俊
和

八
幡
鉄
町
辞（
主
）松
原
　
望

　
〃
　
就（
主
）上
原
智
加
子

戸
畑
　
　
辞（
代
）松
原
　
望

　
〃
　
　
就（
主
）上
原
　
誠

金
沢
元
町
辞（
主
）大
澤
正
芳

　
〃
　
辞（
担
）大
澤
み
ず
き

　
〃
　
　
就（
主
）松
原
　
望

米
子
　
辞（
主
）野
々
川
康
弘

　
〃
　
　
辞（
担
）野
々
川
藍

　
〃
　
就（
兼
主
）田
中
寛
也

仙
台
青
葉
荘辞（

主
）潮
　
義
男

　
〃
　
就（
主
）野
々
川
康
弘

　
〃
　
　
就（
担
）野
々
川
藍

九
十
九
里
辞（
主
）南
宮
成
一

　
〃
　
　
就（
代
）郡
司
啓
子

城
西
　
　
辞（
主
）飯
島
隆
輔

　
〃
　
　
就（
主
）南
宮
成
一

ベ
テ
ル
　
辞（
代
）中
西
康
之

　
〃
　
　
就（
主
）加
藤
陽
一

明
治
学
院
大
学

就（
教
）岡
田
　
仁

内
丸
　
　
辞（
担
）中
原
眞
澄

　
〃
　
　
就（
担
）正
井
陽
子

秋
田
飯
島
辞（
代
）村
尾
政
治

　
〃
　
　
就（
主
）中
原
眞
澄

弘
前
西
　
辞（
担
）石
川
敞
一

浪
岡
　
辞（
兼
主
）石
川
敞
一

　
〃
　
　
就（
主
）石
川
敞
一

埼
玉
中
国
語辞（

代
）小
林
　
眞

岩
槻
　
　
辞（
主
）小
林
　
眞

内
灘
　
　
辞（
主
）畑
　
雅
乃

　
〃
　
　
就（
代
）井
ノ
川
勝

鳥
羽
　
　
辞（
主
）有
田
典
生

　
〃
　
　
就（
主
）畑
　
雅
乃

石
川
　
　
辞（
代
）石
川
栄
喜

　
〃
　
就（
代
）知
花
ス
ガ
子

　
教
師
隠
退

長
谷
川
洋
介
、
大
住
　
元
、

大
塚
信
明
、
奥
村
益
良
、

宮
﨑
達
雄
、
川
真
田
正
、

法
亢
聖
親
、
髙
橋
悦
子
、

北
　
紀
吉
、
長
山
信
夫
、

中
村
光
夫
、
延
藤
好
英
、

高
山
清
明
、
宮
崎
富
男
、

小
友
絹
代
、
春
名
康
範
、

大
田
辰
夫
、
益
　
　
敏
、

増
田
志
郎
、
西
田
直
樹
、

坂
本
雅
紀
、
竹
花
和
成
、

熊
本
絹
江
、
磯
部
紀
代
子
、

磯
部
理
一
郎
、
森
里
信
生
、

潮
　
義
男
、
飯
島
隆
輔
、

小
林
　
眞
、
有
田
典
生

　
隠
退
よ
り
復
帰

菊
地
一
男
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こ
の
時
期
、
教
団
三
役
と
総
幹
事

が
分
担
し
て
各
教
区
総
会
に
赴
き
、

各
教
会
・
伝
道
所
等
の
様
子
を
見
聞

き
し
、
伝
道
の
状
況
を
把
握
す
る
こ

と
に
努
め
て
い
る
。

　
近
年
、
多
く
の
教
会
・
伝
道
所
が

教
勢
お
よ
び
財
政
力
の
低
下
で
苦
し

ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
は
以
前
か
ら

の
課
題
で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

一
気
に
そ
の
傾
向
が
進
ん
で
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
は
だ
い
ぶ
落
ち
着
い
た

が
、
教
会
で
は
な
か
な
か
礼
拝
出
席

者
が
回
復
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
を

聞
く
。
各
教
区
で
は
、
懸
命
に
教
会

相
互
の
支
援
や
教
師
謝
儀
互
助
等
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
あ
る
教
区
に

お
い
て
、
以
前
の
よ
う
な
伝
道
の
取

り
組
み
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
で
悩
み
、
あ
ら
た
め
て
教
会
は
何

の
た
め
に
存
在
す
る
の
か
、
教
会
の

役
目
は
何
な
の
か
を
深
く
考
え
さ
せ

ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
を
聞
い
た
。

　
そ
の
教
区
総
会
で
も
た
れ
た
追
悼

式
の
司
式
を
し
た
牧
師
が
式
辞
の
中

で
、
今
年
の
1
月
に
天
に
召
さ
れ
た

同
僚
の
牧
師
に
、
自
教
会
の
会
堂
修

繕
等
の
取
り
組
み
に
一
区
切
り
つ
い

た
こ
と
を
話
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
牧

師
か
ら
、「
君
の
役
目
は
建
物
（
を

管
理
す
る
こ
と
）
か
？
」
と
問
わ
れ

た
と
の
こ
と
を
話
さ
れ
た
。
た
し
か

に
、
教
会
も
牧
師
も
、
そ
の
務
め
に

つ
い
て
は
こ
れ
で
一
区
切
り
と
い
う

こ
と
は
無
い
。
主
日
ご
と
に
礼
拝
を

さ
さ
げ
、
福
音
を
宣
べ
伝
え
続
け
て

行
く
の
で
あ
る
。

　
伝
道
の
困
難
さ
に
直
面
し
て
い
る

す
べ
て
の
教
会
が
、「
教
会
の
役
目

は
？
」
と
問
わ
れ
て
い
る
。

（
教
団
総
会
議
長
　
雲
然
俊
美
）

教
会
の
役
目
は
？

教
会
の
役
目
は
？

　
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
っ
た
伯
母
に

誘
わ
れ
、
初
め
て
教
会
に
来
た
の

は
19
歳
。
自
分
を
温
か
く
迎
え
て

く
れ
た
教
会
は
、
小
川
さ
ん
に

と
っ
て
、
ほ
っ
と
す
る
こ
と
の
で

き
る
場
所
だ
っ
た
。
あ
る
日
、
牧

師
か
ら
声
か
け
が
あ
っ
た
。「
も

う
1
年
以
上
、
教
会
に
通
っ
た
か

ら
、
ぼ
ち
ぼ
ち
洗
礼
を
受
け
た

ら
ど
う
で
す
か
」。
当
時
、
何
の

疑
い
も
な
く
「
そ
う
な
ん
だ
」
と

洗
礼
の
招
き
に
答
え
た
。
23
歳
の

イ
ー
ス
タ
ー
の
こ
と
。

　
そ
の
後
、
奈
良
高
畑
教
会
で
結

婚
式
を
し
、
3
人
の
息
子
を
授
か

り
、
子
育
て
と
仕
事
に
追
わ
れ
る

日
々
が
始
ま
っ
た
。
礼
拝
は
月
に

1
回
出
席
す
る
の
が
精
一
杯
で

あ
っ
た
。
自
分
が
教
会
に
行
け
な

い
時
に
は
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で

教
会
学
校
に
参
加
し
て
い
た
。
今

当
時
を
振
り
返
っ
て
、
子
ど
も
た

ち
が
教
会
の
祈
り
の
中
で
育
て
ら

れ
た
と
実
感
し
て
い
る
。

　
子
ど
も
た
ち
が
成
人
し
、
子
育

て
に
一
区
切
り
が
つ
い
た
頃
、
思

い
切
っ
て
転
職
を
決
意
し
た
。
日

曜
日
は
休
み
の
職
場
に
入
職
し
、

毎
週
の
礼
拝
に
出
席
す
る
こ
と
が

叶
っ
た
。
そ
の
後
、
教
会
学
校
の

教
師
を
委
嘱
さ
れ
、
2
0
1
9
年

に
は
長
老
を
任
職
さ
れ
た
。

　
小
川
さ
ん
に
、願
い
が
あ
っ
た
。

自
宅
を
開
放
し
、
放
課
後
、
子
ど

も
と
親
の
居
場
所
を
提
供
す
る
こ

と
。
コ
ロ
ナ
禍
の
始
ま
り
と
重
な

る
時
期
で
あ
っ
た
が
、毎
月
1
回
、

放
課
後
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
「
ゆ
る

ま
な
」（
マ
ナ
テ
ィ
ー
の
よ
う
に

ゆ
っ
た
り
過
ご
そ
う
）
を
、
長
老

会
の
了
承
を
得
、
家
庭
集
会
と
し

て
始
め
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て

も
、
で
き
る
限
り
の
対
応
を
し
て

開
き
続
け
た
。
教
会
学
校
の
礼
拝

に
は
来
て
い
な
い
け
れ
ど
、
ゆ
る

ま
な
に
来
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち

の
存
在
が
嬉
し
か
っ
た
と
語
る
小

川
さ
ん
。

　
現
在
は
「
ゆ
る
ま
な
」
に
加
え
、

中
高
生
が
参
加
し
や
す
い
月
1
回

日
曜
夜
の
「
よ
る
ま
な
」
も
開
催

し
て
い
る
。
礼
拝
に
行
っ
て
み
た

い
と
思
う
子
が
与
え
ら
れ
る
こ
と

を
祈
り
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
神

さ
ま
に
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
従
っ

て
歩
み
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

神さまに示されるままに

奈良高畑教会員

小川富佐子さん

　
1
9
7
9
年
、
宗
教
音
楽
の
研

究
を
終
え
て
帰
国
し
た
松
山
興
志

雄
牧
師
は
、
「
こ
の
地
で
伝
道
し

よ
う
」
と
の
新
た
な
志
を
も
っ
て
、

東
京
の
下
町
で
あ
る
江
東
区
大
島
一

丁
目
の
自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン
で
開
拓
伝

道
を
始
め
ま
し
た
。
朝
子
夫
人
は
、

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
に
勤
め
つ

つ
、
単
身
ド
イ
ツ
に

渡
っ
た
夫
牧
師
を
物

心
両
面
で
支
え
、
自

宅
も
帰
国
に
あ
わ
せ

て
購
入
し
ま
し
た
。

　
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン

は
広
さ
や
交
通
の
利

便
性
も
あ
り
ま
し
た

が
、
選
ん
だ
最
大
の

理
由
は
「
ジ
ュ
ネ

シ
オ
ン
」
（
若
き
エ

ル
サ
レ
ム
）
と
い
う

名
前
で
、
キ
リ
ス
ト

教
徒
の
少
な
い
日
本

で
、
聖
書
に
基
づ
い

た
名
前
の
建
物
で
教

会
活
動
が
は
じ
め
ら

れ
る
こ
と
に
感
謝

し
、
教
会
名
を
「
大

島
シ
オ
ン
教
会
」

と
定
め
ま
し
た
。
1
9
8
1
年
ペ
ン

テ
コ
ス
テ
礼
拝
後
に
「
日
本
基
督

教
団
大
島
シ
オ
ン
伝
道
所
」
と
し

て
教
団
に
開
所
届
を
提
出
し
、
教
会

で
の
礼
拝
が
行
わ
れ
、
伝
道
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
時
の
礼
拝
の
特
色
は
、
フ
ラ
ン

ス
の
テ
ゼ
ー
共
同
体
の
礼
拝
を
参
考

に
し
て
、
伝

統
を
守
り
、
心

の
こ
も
っ
た
礼

拝
で
し
た
。
同

時
に
テ
ゼ
ー
の

兄
弟
た
ち
の
協

力
で
、
聖
書
研

究
会
や
語
学
教

室
が
始
ま
り
、

さ
ら
に
地
域
伝

道
の
た
め
に
映

画
の
上
映
会
等

が
行
わ
れ
、
そ

こ
か
ら
救
わ
れ

た
方
も
お
ら
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
礼

拝
参
加
人
数
の

増
加
、
法
律
の

改
変
な
ど
か
ら
、
1
9
9
0
年
に
礼

拝
場
所
を
江
東
区
の
区
民
セ
ン
タ
ー

に
移
し
ま
し
た
。
区
民
セ
ン
タ
ー

は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
設
立
で
利
用
目

的
で
制
約
を
受
け
な
か
っ
た
こ
と
、

当
時
区
議
を
兼
務
さ
れ
て
い
た
聖
公

会
鈴
木
勉
チ
ャ
プ
レ
ン
の
御
尽
力
も

あ
り
、
20
年
以
上
利
用
で
き
ま
し

た
。
ダ
ン
ス
教
室
や
Ａ
・
Ａ
（
断

酒
活
動
）
と
隣
り
合
わ
せ
で
礼
拝

を
守
っ
た
の
が
懐
か
し
い
思
い
出
で

す
。

　
21
世
紀
に
入
り
、
牧
師
夫
妻
の
高

齢
化
で
礼
拝
備
品
の
セ
ン
タ
ー
へ
の

搬
入
が
負
担
に
な
っ
て
き
た
こ
と
、

隠
退
後
の
伝
道
継
続
の
点
か
ら
独
立

し
た
礼
拝
堂
を
祈
り
求
め
ま
し
た
。

多
く
の
方
々
か
ら
の
献
金
と
牧
師
夫

妻
の
不
動
産
を
売
却
し
た
資
産
に

よ
り
、
2
0
0
4
年
6
月
6
日
、
ペ

ン
テ
コ
ス
テ
の
日
に
債
務
な
し
で
大

島
7
丁
目
に
会
堂
が
与
え
ら
れ
献
堂

式
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
、
今
日
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　
礼
拝
の
特
色
は
、
設
立
当
初
か
ら

毎
週
の
礼
拝
で
「
罪
の
告
白
と
祈

り
」
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
週
の
初
め
に
、
先
ず
主
の
前
で
自

ら
の
罪
を
告
白
し
、
執
り
成
し
の
祈

り
を
捧
げ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
週
の

歩
み
が
で
き
る
こ
と
は
、
教
会
に

と
っ
て
も
、
礼
拝
に
集
う
人
に
と
っ

て
も
、
霊
的
に
満
た
さ
れ
る
こ
と
と

思
っ
て
い
ま
す
。
教
職
は
松
山
牧
師

の
隠
退
後
は
、
森
田
好
和
牧
師
、
現

在
の
勝
山
健
一
郎
牧
師
で
す
。

　
地
域
伝
道
と
し
て
行
っ
て
い
る
こ

と
は
、
「
こ
こ
ろ
の
友
」
を
用
い

て
、新
設
し
た
掲
示
板
に
貼
っ
た
り
、

筒
の
中
に
入
れ
て
通
行
人
が
自
由
に

取
っ
て
読
ん
だ
り
持
っ
て
い
か
れ
る

よ
う
に
、
と
期
待
し
て
行
な
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
生
徒
さ
ん
や
、

地
域
に
お
ら
れ
る
外
国
人
が
来
ら
れ

や
す
い
教
会
に
す
る
こ
と
だ
と
思
う

の
で
す
。

罪の告白と執り成しの祈りから
大島シオン教会牧師　勝山健一郎

伝道推進室より応援した教会・伝道所

会堂の前で、左から三番目が筆者

　
4
月
16
～
17
日
、
台
湾
彰

化
市
で
開
催
さ
れ
た
第
69
回

台
湾
基
督
長
老
教
会
（
Ｐ
Ｃ

Ｔ
）
総
会
に
出
席
し
た
（
総

会
は
18
日
ま
で
）。
コ
ロ
ナ

禍
後
初
め
て
、ミ
ャ
ン
マ
ー
、

日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
、

イ
ン
ド
、
タ
イ
、
カ
ナ
ダ
、

マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
、
海
外
の

教
会
か
ら
の
出
席
者
を
迎
え

て
の
総
会
で
あ
っ
た
。

　
16
日
は
開
会
礼
拝
の
後
、

来
賓
の
頼
清
徳
新
総
統
の
来

場
を
待
ち
（
そ
の
た
め
総
会

会
場
に
は
厳
し
い
警
護
態
勢

が
敷
か
れ
て
い
た
）、
新
総

統
が
到
着
し
た
と
こ
ろ
で
、

ア
メ
リ
カ
（
ア
メ
リ
カ
長
老

教
会
）、
日
本
（
日
本
基
督

教
団
）、
韓
国
（
韓
国
基
督

長
老
会
）
の
各
教
会
の
代
表

者
3
名
が
挨
拶
を
し
た
。

　
そ
の
後
、
海
外
の
教
会
か

ら
の
出
席
者
は
、
総
会
会
場

と
し
て
使
用
さ
れ
た
彰
化
基

督
教
醫
院
の
歴
史
、お
よ
び
、

台
湾
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教

宣
教
の
歴
史
に
つ
い
て
学
ぶ

宣教の歴史を学ぶ

第69回
台湾基督長老教会（PCT）総会

時
間
を
も
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ

多
く
の
資
料
や
写
真
等
が
展

示
さ
れ
て
い
る
記
念
室
に
お

い
て
、
丁
寧
な
説
明
を
聞
い

た
。

　
17
日
は
近
隣
の
柳
原
基
督

長
老
教
會
を
訪
問
し
、
台
湾

基
督
長
老
教
会
の
歴
史
に
つ

い
て
学
ん
だ
。
ま
ず
、
17
世

紀
以
降
の
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
ペ

イ
ン
、
清
王
朝
、
そ
し
て
50

年
に
及
ぶ
日
本
の
植
民
地
支

配
の
時
代
を
経
て
、
第
二
次

世
界
大
戦
後
の
国
民
党
政
権

下
の
状
況
か
ら
今
日
に
至
る

ま
で
の
歴
史
の
紹
介
が
な
さ

れ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
ロ
ー

マ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
宣
教

師
の
活
動
が
始
め
ら
れ
、
続

い
て
、
1
8
6
5
年
に
イ
ギ

リ
ス
長
老
教
会
の
宣
教
師
の

活
動
（
主
に
台
湾
南
部
）、

1
8
7
2
年
に
カ
ナ
ダ
長
老

教
会
の
宣
教
師
の
活
動
（
主

に
台
湾
北
部
）
が
な
さ
れ
、

台
湾
基
督
長
老
教
会
が
形
成

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
同
教
会
が
、
台

湾
人
民
の
教
会
と
し
て
、
台

湾
原
住
民
伝
道
と
共
に
、
台

湾
に
お
け
る
正
義
と
平
和
、

人
権
の
保
障
を
祈
り
求
め
つ

つ
宣
教
活
動
を
行
っ
て
い
る

こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
日
本
基
督
教
団
と
台
湾
基

督
長
老
教
会
は
、
2
0
2
3

年
に
協
約
締
結
60
周
年
を

迎
え
た
。
そ
し
て
、
来
年

2
0
2
5
年
に
協
約
改
訂
40

周
年
を
迎
え
る
。
こ
の
度
の

訪
問
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
断

し
て
い
た
両
教
会
の
宣
教
協

力
活
動
を
一
層
進
め
て
行
く

こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

（
雲
然
俊
美
報
）

頼清徳新総統を迎えて
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